
病気を抱えながらも、働く意欲のあるひとが、治療のみを優先して仕事を断念すること
なく、仕事を理由に治療の機会を逃すことなく、治療と仕事を両立しながら生き生きと
ワークライフバランスを実現できるようサポートする取り組みです。｠

労働人口の高齢化、医療の進歩に伴い、病気を抱えながらも、働く意欲・能力のある労働者への
サポートが求められるようになりました。がん、脳卒中、心疾患、糖尿病をはじめとする反復・継続
して治療が必要となったひとが、治療と仕事を両立できるよう支援することは社会全体にとって重要
なことです。そして、治療と仕事を両立できる社会の実現は、働く人々のみならず、その同僚や家族
を含めたすべての人々にとっても大切なことです。

“治療と仕事の両立支援”の取り組みは、｢働き方改革｣の重要な柱で、大企業･中小企業部門とも健康
経営優良法人の認定基準にも含まれており、その実践は、超高齢化と生産年齢人口の減少が進む
我が国において、企業イメージの向上や人材の確保・定着等につながります。

しかし、実際に“治療と仕事の両立支援”を進めていくうえで、「自分の会社は具体的に何をすれば
よい？何ができていない？何から手をつければよい？」と感じている方が多いのではないでしょうか。

そこで、“治療と仕事の両立支援”の実践へ向けて、自社の強みと改善すべき点を把握できるチェック
リスト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    を作成しました。

裏面のチェックリストは、以下の3点を重要視しています。

さあ、裏面で
チェックして
みましょう！

さあ、裏面で
チェックして
みましょう！

（会社の“治療と仕事の両立支援”チェック・ベスト11）

※健康診断結果に関する医師の意見聴取や就業上の配慮等のこと

イレブン



会社の“治療と仕事の両立支援”チェック・ベスト11

社員の健康確保が会社にとって重要だということを経営方針等で
宣言している
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病気を治療しながら柔軟に働ける制度（テレワーク、時差出勤、フレッ
クスタイム、短時間勤務、時間単位の有給休暇の少なくともいずれか）
がある

治療と仕事の両立のための病気休暇制度、休職制度があることを
社員に伝えている

病気を抱える社員に対し、就業中の時間の使い方や場所に配慮
(休憩室･休養室や保健室の活用、頻回なトイレ等)している

治療と仕事の両立に関する相談窓口があり、かつ社員に周知している

休職を経て復職する社員の職場復帰に関する支援のプラン(職場復帰
支援プラン)を作成し実行している

法定の健康診断を定期的に実施し、がん検診の受診についても
積極的に受けられるよう（時間的、金銭的）配慮している

事業所内(屋内)の全面禁煙や空間分煙(喫煙専用室の設置等)
などの受動喫煙対策を実施 している

社員の健康づくりを積極的に進め、勤務時間内に体操を行ったり
身体活動を高める工夫をしている

治療と仕事の両立のために、病気を抱える社員本人と人事･労務担当者や
産業医等が連携し、勤務情報を主治医に提供する体制がある

健康情報を含む個人情報の取り扱いについてルールがある


